
投稿規程 

 

１. 著者は、ＪＡＣＥＴ北海道支部会員でなければならない。ただし、共著

の場合、著者の少なくとも1人が同会員であること。 

２. 投稿論文は、未発表でなければならない。ただし、口頭発表した場合、

その旨を明記すれば審査対象となる。 

３. 投稿分野は、実験や調査あるいは理論的考察をまとめた「研究論文」と

教育実践およびその考察をまとめた「教育論文」に分かれる。 

４. 原稿は、Microsoft WordまたはPDFファイルで、B5縦長の用紙サイズ

にて以下の規格で作成する。 

A） 上下30mm、左右25ｍｍの余白を設ける。  

B） 横書きで、文字の大きさは 12 ポイントで作成する。（日本語、英語

とも）  

C） 日本語の場合34字30行でフォントは明朝体，英語の場合68字30

行でフォントはCenturyを使用する。 

D） 最初のページに、12 ポイントで 3 行あけて論文タイトル（16 ポイ

ント、ボールド）を書く。1 行あけて氏名と所属を書き（12 ポイン

ト、所属は括弧書き、ボールドなし）、さらに 1 行あけて Abstract

（12ポイント、ボールド）と書き、次の行から150語程度の1パラ

グラフで英文Abstract（本文の使用言語に関わらない、12ポイント、

インデントなし）を置く。論文タイトル、氏名と所属、Abstract の

語句はセンタリングする。その後 1 行あけて本文に入る。本文の中

では、章の間は行をあけ、節の間は行をあけない。章や節のタイト

ルには、番号をつける（この部分は、APAスタイルと異なるので注

意）。各パラグラフのインデントは全角2文字、半角 4文字とする。 

E） ページ番号は挿入しない。  

F） Abstract、本文、註、参考文献、図、表等の資料すべてを含めて、

日本語および英語ともに20ページ±5ページの長さとする。 

G） 英文原稿、英文Abstractは、必ずネイティブチェックを受けたもの

を提出する。 

H） 本文中に言及されている文献のみを引用文献として掲げる。 

I） 注は脚注とせず、本文の最後、引用文献の前に置く。  



J） 図、表には一連の番号をつけ、本文の中に含める。同一の図、表が

ページをまたがないように工夫する。 

K） 論文の書式は基本的に APA スタイルとする。American 

Psychological Association 発行の APA Publication Manual (6th 

Ed.)を参考にすること。引用文献の書式例を以下に掲げるが、英語

論文、日本語論文の順とする。どちらも第一著者アルファベット順

で配列する。 
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５. 原稿を以上の規格で作成し、提出用ファイルと審査用ファイル（氏名と

所属を削除したもの）および右の応募ファイルを、下記のメールアドレ

スに送信する。ファイル提出の締め切りは、９月末日とする。ただし、

８月末日までに投稿する旨を連絡することとする。 

北星学園大学短期大学部 竹村 雅史   研究室  

メール：takemura[at]hokusei.ac.jp 

         （[at] を@（半角英数）に変えてご送信ください。）     

６. 原稿の採否は査読結果に基づき編集委員会で決定し、第一著者に連絡す

る。 

７. 採択の決定した論文については、査読者からのコメントおよび編集委員

会からの指示をあわせて連絡する。第一著者はそのコメントと指示に従

い、Microsoft Wordで作成した最終原稿をメール添付で提出することと

する。 



８. 編集委員会の判断により、ハードコピーの提出を求めることがある。 

９. 抜刷を希望する場合、原稿提出時に希望部数（10部単位で30部以上）

を明らかにして申し込むこととする。費用は、著者の負担となる。参考と

して、前号の抜刷価格表を掲げる。 

１０．第 13 号より研究ノート・書評・論文解説も併せて募集する。書式と

提出方法は論文に準じ、締め切りは9月末日とする。掲載の可否は編集委員

会が判断する（2016年4月1日より）。 

 

30 40 50 60 70 80 90 100
15-16 4,600 4,900 5,200 5,500 5,800 6,100 6,400 6,700
17-18 4,900 5,300 5,700 6,100 6,500 6,900 7,300 7,700
19-20 5,200 5,700 6,200 6,700 7,200 7,700 8,200 8,700
21-22 5,500 6,100 6,700 7,300 7,900 8,500 9,100 9,700
23-25 5,800 6,500 7,200 7,900 8,600 9,300 10,000 10,700

希望部数

論
文
頁
数

 

１１．掲載論文は支部ホームページにて公開する。（2017 年7月1日より）。 

１２．著作権について 

投稿者は、投稿論文が採用・掲載された場合、以下の事項を了承したものと

みなす。 

（1）北海道支部紀要に掲載された論文等の著作権は本学会に帰属し、著者

等が複製あるいは転載する場合は、本学会の承認を受けることとする。 

（2）支部紀要掲載論文等が、著者所属の機関レポジトリ等を通じて公開が

求められた場合は、発行後１年経ったものは原則これを認めることとする。

尚、この場合は無料とする。 

（3）機関レポジトリ等を通じて公開する論文は北海道支部紀要掲載稿とす

る。 

（4）著者等が、自身の論文等を公開する際には、本学会に事前に承認を得

なければならない。尚、「本論文の著作権は一般社団法人大学英語教育学会に

帰属する」ということを必ず明記する。 

 

 

 

 

 



 

応募ファイルの様式 

 

氏名：           所属： 

連絡先住所： 

電話番号 ：        メールアドレス： 

論文タイトル： 

 

投稿分野：研究論文 ・ 教育論文 ・ 研究ノート ・ 書評 ・ 論文解説  

ファイルの種類：Microsoft Word（  ） ・ PDF 

抜刷の希望：あり（   部） ・ なし 
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